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森に癒された山行                         

  奥美濃   板取川 川浦谷本谷(銚子洞) 

                             藤岡 

【日時】 2009年6月27日(土)～28日(日) 

【メンバー】L藤岡、大野、浅井、田辺(利) 

奥美濃といっても関東の人には全くなじみがないと思う。 飛騨・高山とも違う、福井県・滋賀

県との県境、岐阜県の肩といったところか。関西からは比較的手軽に綺麗な森が楽しめるので、

以前所属していた会でちょくちょく足を伸ばしていた。初めて連れて行ってもらった泊まりの沢も、

この川浦谷支流の西ケ洞である。トチの大木のある開けた幕場、初めて釣った岩魚と私にとって

は思い出一杯の場所だ。 「男一人をカオレにやるな」 実はこの川浦谷は百名谷である。本流

下部と支流の海ノ溝のゴルジュが有名だが、今回は遊歩道から先の源流部の森を楽しんできま

した。 

そもそも時期は梅雨、メンバーはトマが誇る？ NO.2の利香さんとNO.3の私。 NO.1の岩魚先

生がいないだけでまあ油性山行の条件は整っている。 今回も直前の天気予報で中部は日曜

午後から雨の予報なので半ば新潟への転進とあきらめていたのだが、集合場所で皆の顔色を

伺うと意外なことに付き合ってくれそうな感じ。まあ行ってみましょうということでひたすら西を目指

して夜の高速をひた走り、３時を少し回った頃に道の駅ラステン洞戸に到着。 

 

6/27(土) 晴れ 

板取川を目指して下道を走り、川浦谷の林道へ。立派なバイオトイレのある広場で準備をする。

天気は真夏日の様相で半袖で歩いていても暑い。工事中の林道から真っ暗なトンネルを抜ける

とそこには原始の森が・・・と思ったらまた立派なトイレがありました。遊歩道をのんびり歩いて銚

子滝へ。30m一気に落ちる姿はなかなか迫力でした。 

早速沢支度をして、右側のスラブから立った潅木帯へロープを伸ばす。30mでちょっと足りず

浅井さんに少し上がってもらった。 

 

フィックスして後続を迎えるが沢が久しぶりの田辺(利)さんがちょっと苦労している。そのうちに

 
豪快に落ちる銚子滝 

 
綺麗な森の中の遊歩道 
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大野さんは上手に潅木を拾ってフリーで登ってきてしまった。 そのすぐ先には１２ｍ滝。右側の

ルンゼ状を上がって、最後は大野さんがたらしてくれたお助けで上がる。１５ｍ滝は簡単に越え

るが、その先が結構なゴルジュに滝をかけている。右岸から一段上がって高巻く。釣り師も入る

のであろう、少しだけ踏み跡がついている。小滝と巨岩帯をえっちらおっちら越えてゆくと、急に

前方が明るく開けて綺麗な森の川原が広がった。でかいトチの木の下でしばし休憩。あまりに気

持ちが良いのでもうここで泊まるか～？という気持ちになるが、滝場でゆっくりしすぎて地図上で

はまだ３ｃｍも進んでいない。思ったより時間をかけすぎてしまったので、もう左門岳からの周遊

はあきらめるしかないが、せめて二又の先まで行きましょうということで重い？腰を上げる。 

 

ちょっとした淵と小滝を越えるとほどなく二又へ到着。大平には幅広の滝がかかっている。銚

子洞に入り少し進んだところでよい川原があったのでここを天場とする。 すぐ先には遠めにも

はっきりとわかるほど巨大なトチの木が見えている。 思わず荷物を置いて近寄ってみると、はた

していままで見たこともないほどの大きさだった。 こんな大木に出会えただけでも幸せだ。 

 

6/28(日) 晴れ 

思ったよりも高気圧が頑張っており梅雨前線が上がってきていないようだ。森の中で気持ちの

 
水は澄んでとても綺麗 

 
トチの大木の下で休憩する浅井さん 

 
巨木と対話する大野さん 

 
 

トトロが住んでいそうなトチの巨木 
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良い朝を迎える。ほんとうは左門岳から大平に続くなだらかな森も見たかったのだが、今回はお

預け。また来年根尾側から山越えで山菜取りに来よう。 トチの大木に別れを告げて、来た道を

引き返す。 ゴルジュを巻いて巨岩帯を越え、滝を２回懸垂で下降する。最後に銚子滝を３０m

一杯で少し届かずスラブの末端に降りて、お昼前には遊歩道に戻ってきた。 

ほぼ１０年ぶりの奥美濃だったが、梅雨時にもかかわらず二日間とも好天に恵まれて、豊かな

森が快く出迎えてくれました。 滝と巨岩帯の通過にこんなに時間がかかるとは思っておらず、

左門岳まで行けなかったのは残念でしたが、この沢はゆったり森を楽しみながら遡行する方が

良いのでしょう。東京からだとちょっと距離はありますが、また付き合ってくれる人がいればいろ

いろと訪れてみた

いところです。 

 

【行程】6/27 林道

ゲート手前の広場

(9:3)～銚子滝 

(10:35-40）～670m

二又 (12:10-20)～

800m付近河原

(14:40-15:00)～二

又(15:35)～870m

付近天場(16:00) 

6/28 BP(7:40)～

730m二又 

(9:50-10:05)～銚

子滝下(11:00-05)

～遊歩道入り口トイ

レ(11:30)～広場

(12:25) 

【グレード】２級上  

【地図】平家岳 

 


